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災害対策機械が東北から帰還し、これから

三次市・安芸高田市での出水に備えます！

３月１１日に発生した東日本大震災の復旧支援活動のため、三次河川国道事務所か

帰還し、これから到来する雨の多いシら東北地方に派遣していた災害対策機械が無事

ーズンに備えます。

三次河川国道事務所が東北地方に派遣した災害対策機械は３台で、３月１３日に

三次河川国道事務所を出発した後、東北地方で計７９日間に及ぶ災害復旧支援活

動に従事し、５月３０日に三次河川国道事務所に無事帰還しました。

帰還した災害対策機械は、排水ポンプ車２台と照明車１台で、東北地方において

は昼夜を問わない復旧作業に従事し、東北地方の復興に貢献してきたところです。

（東北での活動及び帰還式の状況は別紙のとおりです）

今回帰還したこれらの災害対策機械は通常どおりの配備に戻り、これから到来す

る雨の多いシーズンにおいて、地域が安全で安心できるよう、防災・減災活動に役立

てていきます。

●問合わせ先 国土交通省 中国地方整備局 三次河川国道事務所

副所長（河川担当） 桝井 芳樹
ま す い よ し き

【担 当】河川管理課長 田村 実
た む ら みのる

【広報担当】建設専門官 中井 喜美男
な か い き み お

ＴＥＬ：(0824）63‐4121（代表）



照明車
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排水ポンプ車

上：東北より帰還した３台の災害対策機械

右：活動状況報告を行う建設会社スタッフ

災害対策機械の帰還式の状況

【 ５月３０日開催 於：三次河川国道事務所三次出張所 】



三次河川国道事務所が保有する災害対策機械

三次出張所

排水ポンプ車３台
《うち今回帰還１台》

照明車１台
《うち今回帰還１台》

吉田出張所

排水ポンプ車３台
《うち今回帰還１台》

照明車１台



中国地方整備局東日本大震災 緊急排水「仙台空港再生」の第一歩
仙台空港再生に向けた排水作業のため、全国の地方整備局保有の排水ポンプ車を集結し、約１週間で概ね排水完了仙台空港再生に向けた排水作業のため、全国の地方整備局保有の排水ポンプ車を集結し、約１週間で概ね排水完了

（３月２７日）（３月２７日）

【緊急排水概要】3月26日時点
・排水ポンプ車配備延べ176台日
・排水開始3月20日（一部13日から開始）
・総排水量（試算）約500万m3（25mプール約14,000杯分相当）
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平成23年3月19日撮影

仙台空港アクセス線

仙台空港

排水ポンプ車稼動状況（平成23年３月20日）

排水効果湛水深の減少

津波による湛水状況



中国地方整備局東日本大震災 自治体の支援（緊急排水対策）

仙台空港

•地震津波により、太平洋側沿岸で約1億1,200万m3（東京ドーム約90杯分）が湛水。（3月13日時点）
•排水ポンプ車により、4月14日までに約3,400万m3を排水。自然排水と併せ残りは約900万m3（約8％）に減少。
•湛水域の水深が50cm以上は、排水ポンプ車により４月末を目処に排水（約２００万m3）。残りは小型ポンプや海
岸堤防の復旧に併せて実施。
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８％ 排水ポンプ車＋自然排水により減少

３／１３の湛水量約１億１，２００万ｍ３

排水ポンプ車で対応すべき湛水量約２００万ｍ３

４／１４の湛水量約９００万ｍ３

排水ポンプ車により２４時間体制で排水作業を実施排水ポンプ車により２４時間体制で排水作業を実施



宮城県石巻市釜谷での排水作業

東北地方各地で災害復旧支援活動に従事する建設機械

宮城県七ヶ浜町での排水作業

行方不明者の捜索活動を支援するた
めの排水作業及び夜間照明

（宮城県東松島市）

※この資料は、国土交通省が保有している建設機械の活動状況を示すものであるため、
必ずしも三次河川国道事務所が派遣した機械が写っている訳ではありません。


